
第１８５回 国立大学法人鹿屋体育大学教育研究評議会 議事要旨 
 
 
日  時  令和 ２ 年 ３ 月１９日（木）１３時１５分～１４時３５分 

 

場  所  講義棟１０３教室 

 

出 席 者  松下、森（司）、石田、原田、山田、荻田、瓜田、濱田（幸）、前田（明）、国重、

山本、北村、和田、安田、金高、濱田（初）、髙橋、添嶋、赤嶺、髙井、森（克）、

中本、浜田（幸）の各評議員 

 

欠 席 者  中村（夏）（出張）、前阪の各評議員 

 

陪 席 者  緒方監事 

      有馬（正）次長、有馬（規）室長、宮園、今村、羽室、永松、浦口、鴨田の各課長 

 

議事に入る前に、学長から、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、令和元

年度卒業証書・学位記授与式を中止することについて、報告があった。 

 

議  題 

 

１．第１８４回議事要旨確認 

資料１に基づき、原案どおり確認した。 

 

２．学長諮問 

    な し 

 

３．学長報告 

  （１）人事案件について 

     学長から、九州産業大学からのスポーツ人文・応用社会科学系萩原悟一准教授に対

する割愛依頼について了承し、本年９月１日付けで転出する旨、報告があった。 

 

  （２）令和２年度役職員一覧及び常任委員会等委員名簿について 

学長から、資料２－１及び２－２に基づき、令和２年度役職員一覧及び常任委員会

等委員名簿について、報告があった。 

なお、常任委員会及び専門委員会の「学長指名等教職員」について、３月 25 日開催

の役員会において意見を聴くこととする旨、説明があった。 

 

   （３）令和２年度学内共同教育研究施設及び保健管理センターの兼務教員について 

      学長から、資料３に基づき、令和２年度学内共同教育研究施設及び保健管理センタ

ーの兼務教員について、報告があった。 

 



４．審議事項 

（１）特任教員の選考について 

学長から、資料４－１及び４－２に基づき、特任教員の選考について説明の後諮ら

れ、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

   （２）鹿屋体育大学学位規則等の一部改正について 

      森（司）教務委員会委員長から、資料５－１から５－４に基づき、鹿屋体育大学学

位規則等の一部改正について説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり

了承された。 

 

   （３）令和２年度に実施する選抜日程等について 

      森（司）入試委員会委員長から、資料６に基づき、前回教育研究評議会にて意見が

あり、入試委員会で検討することとしていた「学校推薦型選抜及び特別入試（帰国子

女・社会人）」の「出願期間」の日程延長について、１日延長する旨説明があり、学

長から諮られ、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

   （４）鹿屋体育大学体育学部アドミッション・ポリシーの一部改正について 

      森（司）入試委員会委員長から、資料７に基づき、鹿屋体育大学体育学部アドミッ 

ション・ポリシーの一部改正について説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原 

案どおり了承された。 

 

   （５）ＡＯ（ＳＳ）入試実施要領の一部改正について 

      森（司）入試委員会委員長から、資料８に基づき、ＡＯ（ＳＳ）入試実施要領の一 

部改正について説明があり、学長から諮られ、名称について質疑があった後審議の結 

果、原案どおり了承された。 

 

   （６）大学院体育学研究科担当教員の認定について 

      森（司）研究科教務委員会委員長から、資料９－１から参考資料６に基づき、大学 

院体育学研究科担当教員の認定について説明があり、学長から諮られ、審議の結果、 

以下の５名について大学院体育学研究科担当教員として「適格」と認定し、授業科目 

の担当等について「可」と判定した。 

 

      木内 敦詞 教 授（筑波大学人間総合科学研究科所属） 

       ・後期３年の課程のみの博士課程 研究指導担当教員（○合適格者） 

      本間三和子 教 授（筑波大学人間総合科学研究科所属） 

      ・後期３年の課程のみの博士課程 授業担当教員（合適格者） 

      金谷麻里子 准教授（筑波大学人間総合科学研究科所属） 

       ・後期３年の課程のみの博士課程 授業担当教員（合適格者） 

      奈良 隆章 助 教（筑波大学人間総合科学研究科所属） 

       ・後期３年の課程のみの博士課程 授業担当教員（合適格者） 

      松尾 博一 助 教（筑波大学人間総合科学研究科所属） 

       ・後期３年の課程のみの博士課程 授業のみ担当教員 



 

   （７）鹿屋体育大学・財宝産学連携寄附研究講座の廃止について 

      森（司）鹿屋体育大学・財宝産学連携寄附研究講座運営委員会委員長から、資料 10 

－１から 10－４に基づき、鹿屋体育大学・財宝産学連携寄附研究講座の廃止について 

説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

   （８）令和２年度強化指定競技及び重点強化指定チーム・選手の選考について 

      瓜田競技力向上委員会委員長から、資料 11 に基づき、令和２年度強化指定競技及 

び重点強化指定チーム・選手の選考について説明があり、学長から諮られ、審議の結 

果、原案どおり了承された。 

 

   （９）教員（スポーツ人文・応用社会科学系：准教授（教育学））の採用選考について 

      森（克）教員採用選考特別委員会委員長から、資料 12－１及び 12－２に基づき、 

教員（スポーツ人文・応用社会科学系：准教授（教育学））の採用選考について、選考 

経過の説明があり、学長から諮られ、質疑の後投票の結果、山本一生氏をスポーツ人 

文・応用社会科学系の准教授として、採用することが了承された。 

 

   （10）鹿屋体育大学体育学部の教育課程及び履修方法等に関する規程の一部改正について 

      有馬事務局次長兼教務課長から、資料 13 に基づき、鹿屋体育大学体育学部の教育

課程及び履修方法等に関する規程の一部改正について説明があり、学長から諮られ、

審議の結果、原案どおり了承された。 

 

   （11）令和２年度体育学部非常勤講師の任用計画について 

      有馬事務局次長兼教務課長から、資料 14 に基づき、令和２年度体育学部非常勤講

師の任用計画について説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり了承さ

れた。 

 

   （12）令和２年度鹿屋体育大学学術共同研究員の受入れについて（研究期間の延長） 

      今村学術図書情報課長から、資料 15 に基づき、令和２年度鹿屋体育大学学術共同

研究員の受入れについて説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり了承

された。 

 

   （13）令和２年度鹿屋体育大学学術共同研究員の受入れについて（新規） 

      今村学術図書情報課長から、資料 16 に基づき、令和２年度鹿屋体育大学学術共同

研究員の受入れについて説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり了承

された。 

 

   （14）令和２年度鹿屋体育大学外国人客員研究員の受入れについて 

      今村学術図書情報課長から、資料 17 に基づき、令和２年度鹿屋体育大学外国人客

員研究員の受入れについて説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり了

承された。 

 



（15）令和２年度国立大学法人鹿屋体育大学年度計画について 

      永松経営戦略課長から、資料 18 に基づき、令和２年度国立大学法人鹿屋体育大学

年度計画について説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

 ５．報告事項 

   （１）令和２年度大学院体育学研究科体育学専攻（修士課程）[第３次募集]入学試験学生

募集要項について 

      有馬事務局次長兼教務課長から、資料 19 に基づき、令和２年度大学院体育学研究

科体育学専攻（修士課程）[第３次募集]入学試験学生募集要項について、報告があっ

た。 

 

   （２）令和３年度鹿屋体育大学総合型選抜（ＳＳ）入試学生募集要項について 

      有馬事務局次長兼教務課長から、資料 20 に基づき、令和３年度鹿屋体育大学総合

型選抜（ＳＳ）入試学生募集要項について、報告があった。 

 

   （３）令和２年度鹿屋体育大学予算編成方針について 

      永松経営戦略課長から、資料 21 に基づき、令和２年度鹿屋体育大学予算編成方針

について、報告があった。 

 

 ６．その他 

   （１）令和２年度鹿屋体育大学広報行動計画について 

      石田広報室長から、資料 22 に基づき、令和２年度鹿屋体育大学広報行動計画につ

いて、説明があった。 

 

   （２）令和２年度年間行事予定表について 

      羽室総務課長から、資料 23 に基づき、令和２年度年間行事予定表について、説明

があった。 

 

   （３）新型コロナウイルス感染症に関連して 

      濱田（幸）評議員から、現在高校生の競技大会が中止又は延期となっている状況に

関して、ＳＳや推薦入試の対象者も含まれており、入試委員会において何かしらの対

応策を検討していただきたい。との発言があり、森（司）入試委員会委員長から、状

況を把握したうえで対応を図りたい。との説明があった。 

      また、学長から、新年度を迎えるにあたり、年度当初の学事日程等について、３月

23 日（月）に役員等で方針を定め、教職員へ周知する予定である旨、説明があった。 

 

   （４）石田評議員の離任挨拶について 

      学長から、３月末をもって定年を迎える石田評議員の紹介が行われ、石田評議員か

ら挨拶があった。 


